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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●技術の概要

●連絡先

株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント
営業部農業ICTサービス課（担当：上村）
電話番号：096-273-8622
メールアドレス：support@farmalliance.net

チャットやデジ
タル情報のや
り取りができる

農業データを
取得できる

個人登録の場合 グループ登録の場合

農業ポータルアプリ「FarmChat（ファームチャット）」

FarmChatは、チャットツールと呼ばれるチャット機能を備えたコミニュ
ケーションアプリ内に、農業現場で求められる情報の検索ができる
機能や組織で求められる管理業務を効率化する機能・データ連携機
能などを詰め込めんだ、総合的な農業情報ポータルアプリ。
個人での利用とグループでの利用が可能です

項目
個人登録

（農業者のための機能）
グループ登録

（組織のための機能）

用途
農業データを
手軽に取得

組織の情報のやり取りを
効率化

利用
ユーザー
（想定）

農業データを取得
したいユーザー

生産部会の担当者
と部会員

登録方法
アプリストアから
ダウンロード

グループ登録申請
フォームを通じて契約

料金 無料
有料 100円/名/月額〜

（無料枠あり）

（表.個人登録とグループ登録の違い）

個人登録で利用可能な基本機能

グループ登録で利用可能な基本機能

グループ登録で利用可能なオプション機能

グループ登録では、管理者と農業者のネットワークを構築し、下記
の機能を活用して営農に係る情報のやり取りを円滑に進めます

ダウンロード（無料）

個人登録は、WAGRIから提供される農業データを取得することが
できる下記の機能を、アプリストアからダウンロード（無料）するだ
けで簡単に利用することができます
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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●技術の概要

チャット機能は、スマホアプリ版（iOS・アンドロイド両方）に加えて、PCのweb版でも利用可能です

自由にグループを作成
することができる

（例）トマト部会、なす部会など

チャットは、テキストだけでなく
画像、動画、ファイルも送付できる

（保存期間の制限もなし）

グループチャットで送付できる
項目は権限ごとに制限を
かけることができる

グループの管理者は既読者
の確認ができる

農業ポータルアプリ「FarmChat（ファームチャット）」のチャット機能の特徴
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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●【現状】営農相談へのアナログな対応
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株式会社ファーム・アライアンス・マネジメント

●【目指す姿】営農相談への対応をFarmChatをつかって自動化

FarmChatでは、集積した農業データを引き出して活用するための出口として「生成AI」の活用を進めております。
農業者から届いた相談内容をチャット情報として共有・蓄積し、学習データとして活用することで、今後の生成AIに
よる自動応答化に取り組んでいきたいと考えております。
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㈱ ISEKI Japan 九州カンパニー

●技術の概要

●連絡先

後付け自動操舵システム CHCNAV

㈱ISEKI Japan 九州カンパニー
営業推進部 担い手推進グループ
TEL:096-286-0303
HP:https://www.iseki-japan.co.jp/

既存のトラクタに電動ハンドルやGNSSアンテナ･モニ

ターを装着し、自動操舵します。位置情報を取得し、高
精度に自動直進します。（誤差2~3cm）
畝立て・マルチ張り作業、田植え等に活用されています。

●オペレーターの熟練度に関係なく、ボタン一つで高精
度な直進作業が可能
●高精度な直進作業になるため、
管理作業も等間隔で効率化
●作業経路を記録するため、
次回も同じ経路で作業できる
●トラクタに限らず、
田植機乗用管理機にも
利用できる（付替え可能）

ブラシ型パドル

除草剤を使わない水稲栽培で除草
作業の労力を大幅に軽減するロボット。

田植え後ロボットを投入し、水田全体
を完全自律走行で水を濁らせることで
雑草の光合成が妨げられ生育を抑制
します。

従来の機械除草の回数を削減でき、
より効率的でスマートな雑草対策です。
●株間も抑草
●クリーンなエネルギー（太陽光充電）
●扱いやすいサイズ（重量6kg）

自動抑草ロボット アイガモロボ

5
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ヤンマーアグリジャパン株式会社 九州支社

●技術の概要

●連絡先

〒869-1231 熊本県菊池郡大津町平川1736-2
ヤンマーアグリジャパン㈱九州支社
アグリサポート部 ソリューショングループ
TEL 096－293－0119

※
特徴、アピールポイント等を写真や図表等も
活用いただき、記載してください。（左の続
き）

※
特徴、アピールポイント等を写真や図表等も
活用いただき、記載してください。

【ヤンマーオートコンバインのご紹介】
ヤンマーでは稲・麦収穫作業の熟練者不
足解消の為、オートコンバインをご紹介
します。
適応型式：YH6115,A(115ps)及び6135,A/
7135,A(138ps)の3型式に設定しました。

●製品特徴
①位置精度2,3cmのRTK-GNSS方式を採用
②圃場の外周を1周手動で刈取すること
で圃場登録できます。
③圃場の2週目よりオートモードが可能
となり、だれでも簡単に同じ作業が精度
よくできます。
④オートモードでは、事前に排出ポイン
トを設定するとグレンタンク満量時に自
動で排出ポイントに向かいます。
⑤中割作業も効率よく自動で行えます。
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①作業領域を登録
最外周1周分を手動で刈取りながら、ほ場の外形を登録。

②枕地直進モード（オートモードが使えない小さな圃場など）
多角形圃場などでは登録したほ場外形に合わせて、2～3周分の直進操舵
を自動化。その後オート領域が表示されればオート作業が可能

③オートモード
往復刈り、周り刈りどちらかを選択し作業を開始します。
刈取作業の操作を自動化。※刈高さの微調整は手動

最初の1周分を手動走行で刈取りし、ほ場の外形を登録すれば、
２週目以降は「オートモード」により、手放しで刈取作業が可能。
※圃場条件によりオートモード不可の場合あり

「オートモード」 「枕地直進モード」「直進モード」の3つの自動モードにより多角形
ほ場や障害物などのあるほ場にも対応します。

オートコンバイン
● 直進・刈取昇降・旋回、籾排出への移動を自動で行います。

● 細かい操作が減り、長時間乗っても疲れにくくなります。

オートモード領域拡大!!
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株式会社クボタ

●技術の概要

●連絡先

株式会社クボタ
農機国内本部 担い手戦略推進室 営農技術課
技術顧問 金森伸彦 ０８０－９９４３－３２９１

※農林水産省の安全ガイドラインにより、圃場外または隣接圃場から
の監視が必要です。

業界唯一！無人運転※が可能な「アグリロボ」シリーズに
トラクタ・田植機・コンバインの３機種をラインアップ！

機械とリンクした営農支援システム「ＫＳＡＳ」でデータ
に基づくＰＤＣＡサイクル農業を実現！

高精度な直進アシスト機能※を搭載したトラクタを中型機
（28ps～）からラインアップ！

※オプションのＲＴＫアンテナキット
が必要です。

クボタはスマート農業技術で生産性の向上と環境負荷
軽減を両立する農業を目指す農業者を応援します！
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全国農業協同組合連合会

●技術の概要

●連絡先

JA全農 耕種総合対策部 スマート農業推進課
TEL:03-6271-8274 
e-mail: zz_zk_smart@zennoh.or.jp 

Ｚ－ＧＩＳ

xarvio®フィールドマネージャー

白地図の電子データ化

地図情報にEXCEL情報紐付け

①様々な営農情報を地図と結びつけて表示
②Microsoft Excel®と連携して情報管理
③クラウドを活用して営農情報を共有
④栽培管理システム「 xarvio®フィールドマネー

ジャー」との連携
⑤「レイミーのAI病害虫雑草診断」との連携

①衛星画像が農家の目【確認】をサポート
②AI分析が農家の頭【判断】をサポート
③スマート農機と連携し農家の手【作業】をサポート

※ ®はBASFの登録商標

JA全農とBASFが共同で提供する栽培管理システム

JA全農が提供する営農管理システム

12



－2－ © 2025 ZEN-NOH

色分け・ラベル表示による管理項目の確認 精細な気象情報の活用

スマホでの簡易入力が可能 親子機能による生産者との情報共有

■圃場の色分け、ラベルを簡単に表示。
■作物や品種等で活用し、作付け状況を可視化。

■天気予報や積算気温を１kmメッシュで表示。
■圃場毎の積算気温や到達予測日をエクセル上へ抽出。

■JA等（親）に対し複数の生産者（子）の圃場情報を共有。
■各圃場の施肥・防除の履歴を把握することで、
   適切な営農指導が可能。

■アプリをDLすることでスマホ・タブレットでも使用可能。
■登録した圃場をタップするだけで作業日時等の入力が可能。

営農管理システム「Z-GIS」
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－3－ © 2025 ZEN-NOH

栽培管理システム「ザルビオ」

©BASF SE

14



株式会社 クボタケミックス

●技術の概要

●連絡先

事業企画部 スマートアグリ推進課
笠原哲夫 （カサハラ テツオ）

TEL ： 080-8934-4596
Email ： tetsuo.kasahara@kubota.com

ほ場水管理システム「WATARAS（ワタラス）」
を紹介します。

※追加資料等がある場合は、２枚目以降に
添付してください（様式は自由）。ただし、配
布資料の容量があまり大きくならないよう、
１社当たりの資料枚数は、本ページも含め４
ページ以内とさせていただきます。

給水口（バルブ・ゲート）と排水口の施設の両方または片方に、通信機能
付きの電動モータ駆動装置（電動アクチュエータ）および水位水温計を設
置し、計測値に基づいて、遠隔操作または自動で給水・排水の制御を行う
ことができます。

操作時は、スマートフォンから出した制御命令が、クラウドサーバを経由し
て、ほ場に設置した電動アクチュエータに送信されます。また、電動アク
チュエータと水位水温計のデータがクラウドサーバに送信保存され、水位、
水温、バルブ・ゲートの開度など、水管理の履歴をグラフで確認すること
ができます。
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2 Copyright(c) Kubota ChemiX Co., Ltd. All Rights Reserved.

WATARAS活用により 出来ること
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Copyright(c) Kubota ChemiX Co., Ltd. All Rights Reserved.3

直接通信（LTE-M）型
通信集約（LoRa）型
の違い（動画）

システム概要・操作例・
導入メリット
（動画）

（画面をクリックすると動画がスタートします）

17

https://agriculture.kubota.co.jp/product/rice_equipment/watering-WATARAS/10.html?group=2&parent=MjY0ODY%3D
https://agriculture.kubota.co.jp/product/rice_equipment/watering-WATARAS/10.html?group=2&parent=MjY0ODY%3D


Copyright(c) Kubota ChemiX Co., Ltd. All Rights Reserved.4

導入生産者さん・普及指導員さんの声（動画）

（画面をクリックすると動画がスタートします）
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持続未来株式会社

●技術の概要

●連絡先

持続未来株式会社 みんなの情報システム部
 TEL ：082-846-5417
MAIL：support@jizoku-mirai.com

◎葉物向け営農支援アプリ マネベジ
（1アカウントにつき月額1,000円(税抜))

◎果菜類向け営農支援アプリ フルべジナビ
（1アカウントにつき月額2,000円(税抜))

広島県など全国のスマート農業実証事業で得た知見をもとに
開発し、WAGRI APIとの連携で機能を拡張しています。
作業記録／情報共有／勤怠記録／出荷記録／
農薬・肥料の在庫管理／収穫日予測・収量予測 等

Point②
WAGRI APIを活用した便利機能を搭載。

Point①
見慣れたLINEアプリやスマホ、パソコンを利用して、
手軽に日々の作業の記録・振り返りができます。

アプリに登録した農薬の
FAMIC農薬登録情報を表示

指定した緯度経度から1kmメッシュ農業気象
データを取得し収穫日を予測（マネベジ）

農研機構の最新の研究データに基づく
収量予測（フルべジナビ）
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マネベジ・フルべジナビ 共通の基本機能（１）

①選べる記録方法
チャットで会話するように記録したり、
1日の終わりや週末にまとめて記録したり、
状況に応じた使い方ができます。

記録の際は、事前に登録したハウス名や
農薬名が語群として表示されるので、
選択するだけで記録が完了します。

②記録の確認
カレンダー＆表一覧形式で記録を表示。
同じ農場に所属する各従業員の記録がリアルタイムで
共有されます。

③記録のCSV出力
作業効率の分析や昨年度との比較、
出荷先への防除実績の報告など
出力した記録は自由に活用できます。

＜チャットで記録＞ ＜まとめて記録＞

20



マネベジ・フルべジナビ 共通の基本機能（２）

④外部との情報共有
任意の相手(部会メンバー、普及員など)
と作業記録の共有ができます。
共有したい相手とグループを作成します。

⑤タスク管理
防除や収穫といった栽培作業の他、
定期的に発生する作業を
タスクとして設定、記録すると
実施漏れの予防に繋がります。

⑥勤怠記録
各従業員の出退勤の時刻
と休憩時間を記録します。
記録はExcel出力できます。
※休暇申請機能を準備中
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マネベジ・フルべジナビ 予測機能

マネベジ
有効積算法による収穫日予測

フルべジナビ
農研機構の最新データに基づく収量予測

WAGRI API(NARO生育・収量予測ツール)を使い、
栽培情報及びハウス内環境データから定植日以降の
日次収量等を予測します。

WAGRI API(1kmメッシュ農業気象データ取得)で
登録地点の気温を取得し、有効積算法を用いて収
穫予測日を算出します。

①地図で地点を登録 ②播種の作業記録

③
収穫予測日
を算出

④収穫予測日の一覧表

①センサー連携 ②栽培情報の設定

③収量の予測

広島県スマート農業実証

収穫予測日精度
ほうれんそう

±2.76日(年平均)
こまつな

±2.36日(年平均)

広島県スマート農業実証

収量予測に基づき
環境制御機器で気温や
CO2濃度をコントロールし、
3年間で約17％収量増
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株式会社 ルートレック・ネットワークス

●技術の概要

●連絡先
事業者名 株式会社 ルートレック・ネットワークス

所在地 神奈川県川崎市高津区久本3-5-7 新溝ノ口ビル1F

URL https://www.routrek.co.jp/

問い合わせ先 TEL：044-819-4711
※HPの問い合わせフォームからでも受付可

① データに基づく高精度な潅水施肥
GPSによる日射情報や土壌センサーなどのデータ
から作物の蒸散量を予測・計算。少量多頻度の潅
水施肥を自動制御し、土壌の適湿を常に維持しま
す。

② スマホで遠隔操作・異常検知
潅水・施肥の調整はスマートフォンから簡単に操
作可能。取得データや供給履歴、予定の確認もリ
モートで行え、異常発生時はアラートで即時通知。
トラブルを即座に把握できます。

③ 環境に応じた自動最適化機能
施肥設定は複数の方法から柔軟に選択可能。猛暑
時には窒素濃度を自動調整し、高温下でも吸収低
下を防ぐ「猛暑日対策機能」など、環境変動に対
応します。

④ データ蓄積で“勘”に頼らない栽培へ
潅水・施肥データはボタン一つで多様な単位・期
間で閲覧可能。全作期データを継続的に蓄積し、
データに基づく判断を支援することで、経験と勘
に頼らない農業を実現します。

製品概要
AI潅水施肥システム「ゼロアグリ」
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ゼロアグリ 管理画面 供給データ画面

管理画面は複数人で共有が可能。
閲覧専用アカウントを発行することで、
指導員・普及員・部会内メンバーなど
もデータを確認できます。
（他の利用者のデータを閲覧する際は、相互の閲覧許
可が必要となります。）
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ゼロアグリシリーズ 比較一覧

エントリーモデル ハイエンドモデル

スマート潅水施肥システム
「ゼロアグリLite」

AI潅水施肥システム
「ゼロアグリ」

AI統合環境制御システム
「ゼロアグリPlus」

潅水施肥自動化の
エントリーモデル

AIによる精密制御を行える
スタンダードモデル

地上部環境制御まで行える
ハイエンドモデル

地下
制御

地上
制御

〇

×

〇

×

AI ×
※センサーによる精密制御が使用不可

〇

〇

〇

〇

※NEW ※NEW

露地栽培や育苗、散水チューブなど
を使用した作物におすすめ

ハウス内で栽培するすべての作物に対応可能
全国450台以上の導入実績あり。福岡・熊本・長崎・大分の試験場での導入も
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熊本県におけるトマトの促成長期栽培慣行区とゼロアグリ区の比較事例

収量（kg/10a） 売上（円） 施肥量（kg/10a） 肥料代（円） 収支

慣行区 23,343 6,909,528 30 306,000 6,603,528 

ゼロアグリ区 29,051 8,599,096 15 153,000 8,446,096 

差分 5,708 1,689,568 △ 15 △ 153,000 1,842,568

導入効果

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

慣行区 6,603,528 13,207,056 19,810,584 26,414,112 33,017,640

ゼロアグリ区 6,226,096 14,672,192 23,118,288 31,564,384 40,010,480

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

ゼロアグリ導入により、10aあたり年間約184万円の収入アップ

24%
売上向上

ゼロアグリ導入後の収支累積シミュレーション

50%
肥料コスト削減

2年目で
初期投資額を回収
累積収支を上回る

27%
収支向上
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株式会社アイナックシステム

●技術の概要

●連絡先

株式会社アイナックシステム
スマート農業事業部稲員惇士
Tel: 0942-48-0451
E-mail: inakazu_atsushi@inaksystem.co.jp

【特徴】
1. 事前設定したルートをトラロープに沿って自

動走行（特許）
2. AI でいちご果実の成熟を10段階評価。収穫対

象を指示して自動収穫
3. 優しさを追求した果実収穫ハンド（特許）で

優しく摘み取り、優しく置く

◆ AI イチゴ自動収穫ロボット『ロボつみ』

◆ 局所土壌ヒーターシステム『AguRo-T』

定植後の条間にヒーターユニットを敷いて使用します。
【特徴】
1. 土壌を直接加温して、生育に最適な土壌温度を維

持。
2. 独自コントローラーでスマート制御。節電・省エ

ネ・燃料費削減。

【コンセプト】
• 現状の施設と栽培方法に適用
• 最低限の設備投資で導入

【対応栽培方式】
高設栽培に対応しています。土耕は未対応です。
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平城商事株式会社

●技術の概要

●連絡先

平城商事（株）スマートアグリ事業部
TEL：0942-27-5258
MAIL：drone@hirakishoji.co.jp 
HP：https://www.hirakishoji.co.jp/

【 FarmX next 翼 ｼﾘｰｽﾞ】 
ﾌｧｰﾑｴｯｸｽ ﾈｸｽﾄ ﾂﾊﾞｻ

累計導入台数250台突破！

【製品,メーカー特徴】
コスパ◎

→初期コスト,維持コストが他社メーカーより安い！
サポート充実

→九州内限定販売でメーカー直接サポート充実！
充実の機能
→完全自動散布/AB自動散布/手動散布 様々な散布形態に

対応！

シリーズ3機体(8・16・20L)→詳細は次ページ
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平城商事株式会社

●機体の詳細
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開発

製造

販売

スクール

納品

平城商事株式会社

●サービスに関して

アフター
フォロー

・自社開発により、農家さんから声を反映して機能に集約することで、どなたで
も使いやすい機体仕様。最高齢７５歳の農家さんでも使用して下さっています。
・スクール・納品を社内で完結することで、事故のない事前講習を可能に。
・自社製造のため、パーツ供給メーカーを１社に依存しないため、７年間の供
給を可能とすることで、購入後のサポート体制を保証。
・ユーザーコミュニティも出来上がってきており、地域でのクチコミ販売も増加。
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平城商事株式会社

●その他取り扱い商品

・NTT農業用ドローン、栗いがむき機、ラジコン草刈機、自動操舵システムなど
多数取り扱いあり
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株式会社WorldLink&Company –SkyLinkJapan‐

●技術の概要

●連絡先

福岡サービスセンター
営業部農業ソリューション営業課
吉脇理恵 r.yoshiwaki@skylinkjapan.com
080‐9126‐0370

XAG社製P100Pro

液剤散布タンク50L
粒剤散布タンク80L
国内では大型農薬散布ドローン
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